




















研究を必要とする理由 

新生児・未熟児管理の進歩により,我国の周産期死亡率は著しく改善されたが,周産期死亡

や周産期の有病率に占める胎児異常の頻度は逆に増加する傾向にあり,胎児異常の発生が

予測される妊娠および,胎児異常を合併する妊婦の管理が,臨床上大きな問題となりつつあ

る。 

一方,急速に進歩する診断方法等に関する技術も,臨床応用となると,症例の多彩である反

面,各疾患については頻度的には極めて低いという胎児疾患に特有の性格をもつが故に,い

くつかの報告があっても,わが国においては試行錯誤の状態にあるといえる。さらに加えて,

診断治療基準の統一・客観化・普遍化への検討が加えられない限り,胎児異常診断・治療の

レベルアップは考えられない。 

以上の理由にもとずき,胎児異常の管理指針作成のため,研究班として,以下に述べるリサ

ーチ・クェスチョンを設定し,研究を行った。 


